
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

発表演題名 福井県におけるジフテリア・百日咳・破傷風の抗体価調査から見えてきた

こと 

学会名 平成 21年度日本獣医公衆衛生学会(中部)  
発表者名 山崎 史子（保健衛生部） 

開催場所 名古屋市（ルブラ王山） 

開催日時 平成 21 年 9 月 6日（日） 

発表内容 厚生労働省の感染症流行予測調査事業のひとつとして、ジフテリア（D）、
破傷風（T）および百日咳（P）に対する抵抗力がどのくらいあるのかとい
う検査を実施した。抵抗力は、抗体価というもので測定するが、一定以上

の抗体価を持っている場合を抗体陽性と言う。 
平成 20年 7～10月に県内の 3医療機関から 165検体の血清を収集し、

ジフテリアおよび百日咳 ELISA 抗体価は全検体、破傷風および百日咳菌
凝集素価は 140検体を検査した。 
その結果、1～29歳では、ジフテリアに対する抗体陽性率（抗体保有率）
は高く維持されていた。百日咳 ELISA抗体価では、抗 PT抗体価は 0～4
才および 30才代で 20%以下と低かった。抗 FHA抗体価は抗 PT抗体価に
比べ高かったが、0 才で 33%、30 才以上で 38～54%と他の年令層に比べ
低かった。破傷風では 0～39才で 70％以上と高く、予防接種の効果が現れ
ていると考えられた。 
これら 3疾患の発生はDPT三種混合ワクチンの接種により激減したが、
海外ではジフテリアに注意を要する国があるし、ジフテリア毒素産生性ウ

ルセランス菌による感染事例が国内でも発生している。百日咳は 2007 年
に国内各地で成人の集団事例が発生し、2008年は過去にない累積報告数と
なった。典型的な症状を示さない成人は乳幼児の感染源となりうるため、

成人への対策が必要と思われた。破傷風は、福井県内では 2000 年以降の
報告数をみると、2000年および 2005年に 1人の報告があるが、国内では
毎年 100例前後の報告があり、患者の多くは 40歳以上である。 
以上のような国内外の状況を踏まえると、抗体陽性率の低下している 40
歳以上の年齢層でのワクチン接種をする必要があると考えられる。もちろ

ん乳幼児期に適切なワクチン接種をすることは重要である。 
 
 


